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 第4回金流商流情報連携タスクフォース議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
1． 開催日時　：　2018年1月19日（金） 14：00～17：00
２．開催場所　：　機械振興会館　地下3階　B3-9会議室　
３．出 席 者　： （順不同・敬称略） 

特別会員
       菊川　正博
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
幹事会員
       遠城　秀和
ＮＴＴデータシステム技術株式会社
幹事会員
       斉藤　孝平      株式会社ＮＴＴデータ
幹事会員
       菅　　一樹 　　 株式会社ＮＴＴデータ

幹事会員　　　 貴田　隆行　　　株式会社ＮＴＴデータ
幹事会員　　   伊原　栄一　 　 株式会社グローバルワイズ
幹事会員　　   廣瀬賢次郎　 　 株式会社グローバルワイズ
幹事会員　　　 香坂　真人      株式会社ＪＳＯＬ
正会員　   　　川路　義隆　  　有限会社スクラッチソフト
正会員　   　　渡邉　慎弥　  　富士通エフ・アイ・ピー株式会社
正会員　　　　 花澤　健二　　　キヤノンＩＴソリューションズ株式会社
正会員　　　　 四條信太郎　　　キヤノンＩＴソリューションズ株式会社
賛助会員　　　 川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

賛助会員　　　 野田　和巳　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

賛助会員　　　 浅田　寿人　　　一般社団法人全国銀行協会
オブザーバー      橋本　　崇
日本銀行金融研究所
事 務 局
       菅又　久直
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
       事 務 局       斉藤　良一
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
出席者18名
４．議事概要

2017年度第4回金流商流情報連携タスクフォースは、遠城委員長の進行にて以下の議事を実施した。
（資料：金流商流2017-4-01第4回金流商流情報連携タスクフォース議事次第）

４－１．2017年度第3回金流商流情報連携タスクフォース議事録確認
（資料：金流商流2017-4-02第3回金流商流情報連携TF議事録案）
・内容に関する質問や異議はなく議事録は承認された。
４－２．ISO20022 XML実装ガイド
　遠城委員長より「企業側ISO20022 インタフェース導入ガイド」の説明があった。

（資料：金流商流2017-4-03 ISO20022 XML実装ガイド報告）
・「導入ガイド」はXMLデータの取り込みに慣れていない企業の方へも配慮した内容
として作成している。
・金融EDI新システムのインタフェース導入促進に向けて、公開されたメッセージ仕

様の具体的な使い方をプログラム作成レベルで解説する。

・課題は使いやすいXMLスキーマが必要ということで、その生成ツールを開発してい

る。現在、34Kほどで適切なツールとなっている。
・XML開発者と業務システム開発者との接点が少ない（両方が理解できる技術者は少

ない）と考えている。従ってこの点を補えるようなマニュアルを目指している。

・本日は、スキーマの説明は行わないが配布資料を参照のこと。
【質疑・意見】
（１）3月上旬に「導入ガイド」のドラフト版ができる。3月中旬に説明の場を設けたいがどうか？

⇒最初にメールで配布して意見を頂き、その後に説明会を行う方法もある。また、中企庁プロジェクトのITベンダーも案内するとよい。

⇒（結論として）3月16日（金）にXML/EDIの導入作業者を対象とした説明会を実施することが決まった。
（２）「データ区分」「業界区分」とは何か。
⇒ドメイン登録であり、業界団体は明確だが業界というと区分が難しい。また、中小企業団体というのもない。業界という呼び名ではなくてドメインという呼び名にしている。（中小企業ドメインなど）いずれにしても12月までには決める必要がある。

⇒次週の「国際/業界横断EDIタスクフォース」にて区分の考え方をまとめることにする。
４－３．金融EDIの活用（SIPS-CCC）検討

　遠城委員長より継続検証中のSIPS-CCCの説明があった。

（資料：金流商流2017-4-04　金融EDIの活用（SIPS- CCC ）まとめ）

・「債権債務回転日数の変化グラフ」（スライド11）を見てもらいたい。以前よりわかりやすくなったと思うが引き続き改善していきたい。
・スケジュールの見直しを行った。
【質疑・意見】
（１）皆が使ってくれないといけない。河田先生にお会いして意見交換を行ってはどうか。外部と議論することも必要と思う。
（注）河田信先生（元名城大学教授）S-CCCの提唱者

⇒もう少し整理して時期をみて対応を考えたい。

４－４．貿易プロジェクト（金融XML-EDI連携）

４－４－１．貿易プロジェクト報告

貴田委員から貿易プロジェクトについて説明があった。
（資料：金流商流2017-4-05 (1)　貿易プロジェクト（金融XML-EDI連携））
・貿易プロジェクト（金融XML-EDI連携）は、ユーザーの貿易業務オペレーションにおける生産性向上効果の実証を4つのカテゴリーで行っている。
・今年度はこのうち3つのカテゴリーの実証と海外SPとの連携まで行うことができた。

・結果は、大企業における納品データの電子化により年間9000時間の削減を確認できた。また、EDI(クラウド)による受発注では、年間180時間の削減が図れると試算した。その他、監査業務への適用では年間120時間の削減が図れると想定される。

・次年度は金融XML-EDIとの連携を目指したい。

４－４－２．BIEのサブミッション作業について
　事務局菅又より貿易プロジェクトのBIEサブミッションの説明があった。
（資料：金流商流2017-4-05 (2)　貿易プロジェクトBIEサブミッション）
・当プロジェクトから追加要求が出てきている。どういう風にBIEのサブミッションをしているかについて説明する。
・当プロジェクトで使用するインボイスは2種類ある。1つはフォワーディング作業のためのトリガーとなるインボイス、1つは作業結果を請求するインボイスである。提案BIE表には作業中に議論した内容や経過などを記録している（配布資料の表のWorking comments and instructions 及び、Publication commentsなど）。今後、国連CEFACT日本委員会での最終審議（2月19日）を経て、国連CEFACTにサブミッションする。

・中小企業共通EDIについても追加要求を含めて国連CEFACTにサブミッションする予定である。
４－５．金融EDI普及促進に向けて
４－５－１．Open Innovation Business Contest報告
斉藤孝平委員からOpen Innovation Business Contestの報告があった。
（資料：金流商流2017-4-06 (1)　FinTech x 金融EDIビジネスコンテスト）
（参考）ニッキン記事2018年1月1日　政府EDI連携へ実証実験
・NTTデータ主催のOpen Innovation Business Contesを実施した。各社より応募いただき、12月の本選にて最優秀賞等4社が選ばれた。
・主旨は金融EDIと商流EDIをかけ合わせた新たなビジネスを創出し、普及促進を図っていく狙いがある。

・今後は最優秀賞の企業と連携して具体的なビジネス仮説の実現可能性検証を行う。
４－５－２．スマートコネクテッドEDI
　伊原委員からスマートコネクテッドEDIの説明があった。
（資料：金流商流2017-4-06 (2)　スマートコネクテッドEDI）

（参考）ニッキン記事2018年1月1日　政府EDI連携へ実証実験
（注）上記のビジネスコンテストにて最優秀賞となった（株）グローバルワイズの提案内容です。
・中小企業ではバックオフィス業務の改善がなかなか図れない実態がある。バックオフィスシステムがない、または、あってもEDIデータの取り込みが出来ていないなどEDIのメリットが生かされていないケースが多い。
・そこで電子データでは渡せない会社には、QRコード付きの帳票を渡す方法を、また、それも扱えない会社には音声でのやり取りで行えるような方法を提案する。

・金融EDIの普及促進とサプライチェーン全体のSCCCの改善も図る狙いがある。
・これをマルチデバイスクラウド・スマートコネクテッドEDIと呼ぶ。

【質疑・意見】

・最優秀賞のポイントは、デジタル化と普及（たくさんの人が使うこと）であり、この点で優位であったものと理解している。
４－６．その他

４－６－１．全銀EDIシステムの広報チラシ

　全銀協が、今年の12月から全銀EDIシステムが始まることを広くPRするチラシを公開した。A4　1枚で利用者に分かりやすい内容としたので、大いに活用して頂きたい。以下の全銀ホームページからダウンロードが可能です。

https://www.zenginkyo.or.jp/abstract/efforts/smooth/xml/
４－６－２．次年度の計画及び今後のスケジュール

　今年度の金流商流情報連携タスクフォースは今回が最終になる。
（１）次年度の計画についての検討

　・「導入ガイド」は、さらに補完する方向でいる。

　・SIPS-CCCもまだまだ検証中だが、1度河田信先生（元名城大学教授）にお聞きに行くことも有益ではないか。

　・ブロックチェーン＆スマートコントラクトの検討はどうか。別途、ラウンドテーブル（1月30日開催）にて論議したい。

　・「業界区分」の追加・変更などSIPSへの期待値は大きいので、継続した活動をお願いしたい。

　・「QR用メッセージ」なども検討したい。（ショートメッセージ）

　・普及促進も重要なテーマだ。
(次年度の計画についてはしっかりと考えていきたい。（事務局　菅又）

（２）今後のスケジュール
　「導入ガイド」のレビューを兼ねた説明会を実施する。

対象はSIPSのタスクフォースメンバー及び中企庁のEDIプロジェクトメンバー等とする。
日時、場所は以下となった。

開催日程：2018年3月16日（金）14時―16時

開催場所：機械振興会館　6階6D‐2会議室

６．次回のタスクフォース開催日程
2018年度については別途ご案内します。（事務局）
以上
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